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研究成果の概要 

2023年度は，達成目標 1「デジタル災害空間における語り部の被災体験および周辺現象の再

現」と達成目標 2「語り部と異なる行動を体験できるシミュレーション機能の実装」に向けた研究活

動を展開した．以下にその具体的内容を示す． 

1.3 語り部の被災体験および周辺現象の統合：2022年度までに実施した，H氏の避難行動過

程，鹿折地区の津波流況の再現計算結果，地形・河川・建物データを統合した VR空間（Unity）

について，2023年度はこのリアリティの改善を行った．具体的には，東日本大震災が発生する写

真資料を入手し，これを参考とすることで，建物オブジェクトを作成し，震災前の街並み再現を試み

た．また，証言（テキスト）にもとづく音声出力機能を実装した． 

2.1 歩行デバイスによる行動シミュレーション機能の実装（その 1）：VR空間での避難行動を体

験できる環境を構築した．神奈川県鎌倉市沿岸部における地震津波発生時の疑似な避難体験を

想定し，社会実装前のアイディアであるバルーン型避難誘導標識の有無による効果の有無を検証

する実験を実施した（対照群 50，実験群 50）．その結果，マップを参照できない状態においてバ

ルーン型避難誘導標識の有無で，避難完了率について有意差が確認された．避難行動を体験で

きる VR空間を構築・活用したことで，アイディア段階の避難誘導手法の可能性を評価することが

できた．  

2.2 歩行デバイスによる行動シミュレーション機能の実装（その 2）：ハンドコントローラーと比べ

た，歩行型 VRデバイスの有用性を検証した．2.1の実験ではハンドコントローラーを用いていたの

に対して，新たに歩行型 VRデバイスを体験する群（n=50）を対象にした追加実験を実施した．両

デバイスによる実験結果に大きな差異はみられなかったものの，ユーザーに与える意識・思考や避

難先の選択に影響することがわかった．今後，歩行型 VRデバイスを用いて，達成目標 1で再現

した空間における避難行動実験を実施する． 
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